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４
職
員
の
手
で
磨
か
れ
る
平
和
の
像
（
7
月
3
1
日
）

宣
言
」
が
決
議
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
平
和
都
市

推
進
協
議
会
が
昭
和
四
十
一

＜リハーサル国体＞

”
亀
島
”
と
命
名

本番さながらに
全日本クラブ女子

ソフトボール大会

末
永
い

交
流
誓
う

▲チーム旗を掲げ選手宜誓‥（・月2日）

被爆・戦争体験の本展

あ
の
日
の
こ
と

8月2日開会

八
月
二
日
㈲
、
午
前
八
時
十

五
分
か
ら
太
陽
が
丘
で
全
日
本

ク
ラ
ブ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
会
式
が
開
催
。
同
大
会
は
、

六
十
三
里
京
都
国
体
の
リ
ハ
～

サ
ル
大
会
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
本
番
さ
な
が
ら
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
池

本
市
長
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
続
い
て
選
里
』
】
誓
。
三
日
間

に
わ
た
る
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八
日
と
九

日
に
は
日
本
実
業
団
水
泳
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

語
り
続
け
よ
う

8月3Ｏ日まで（月曜日休館・午前9時－午後5時）

宇治市中央図書館（ＷＳ台ｌＴｉ・・・1511）

手記を中心に300冊以上の本を展示

スりラン力国ヌワラエリヤ市で

完
成
記
念
式
典
は
、
七
月
二
十

’
六
日
の
午
後
三
時
半
、
鮮
や
か
な

衣
装
の
民
族
舞
踊
を
先
頭
に
、
両

市
民
約
二
百
人
が
参
加
す
る
パ
レ

ー
ド
で
開
始
。
老
ｙ
「
宇
治
市
か

ら
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
へ
贈
る
」
と

記
し
た
銘
板
の
除
幕
式
が
行
り
れ

ま
し
た
。
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
市
長
は

「
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で

す
」
と
感
謝
の
こ
と
腿
袁
一
べ
、

北
條
告
郎
友
好
訪
問
団
長
が
「
宇

治
市
民
の
友
愛
の
心
を
こ
の
地
に

と
照
応
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
続
い
て
「
こ
の
庭
園
を
両

市
の
永
遠
の
友
好
交
流
を
願
い
、

亀
島
と
命
名
す
る
」
と
い
う
池
本

市
長
か
ら
の
目
録
鶯
頂
露
。
宇
治

市
民
の
温
い
友
情
が
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
民
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
式

典
は
、
割
れ
る
よ
シ
な
拍
手
の
中
、

作庭団員と現地の人たち：

……………………．……………………．：

終
始
な
ご
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

作
庭
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
宇

治
市
造
園
建
設
業
協
会
の
協
力
を

得
、
作
庭
団
（
城
島
健
治
団
長
ほ
か

七
人
）
を
、
七
月
十
八
日
に
派
複
『

工
事
は
天
候
に
恵
次
れ
、
本
市
国

際
親
善
協
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

灯
る
シ
ニ
基
と
手
洗
い
鉢
や
、
現

地
の
石
・
植
木
を
用
い
て
六
8
間

で
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
日
本
庭
園
の
作
庭
は
、
昨

年
四
月
十
二
日
、
友
好
都
市
盟
約

締
結
の
た
め
現
地
を
訪
れ
た
池
本

市
長
と
、
ラ
ジ
ャ
パ
ク
セ
市
長
と

の
間
で
、
友
好
の
事
業
と
し
て
約

束
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
日
本
庭
園
に
多

く
の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ャ
市
民
が
訪
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
帚
抑
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
今
後
の
友

好
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
し
て
い
串
子
。

「平和の像」を化粧直し

15日に平和祈念集会

ＩＩ・ＩＩ－－ＩＩＩ四㎜■ｎｌ■－ｒｒ㎜Ｉ－四Ｉ㎜Ｉ㎜Ｉ四■■Ｉ㎜111111昨年の平和祈忿集会

を
開
催
。
続
い
て

午
後
二
時
十
五
分

か
ら
、
‐
映
画
「
白

い
町
ヒ
ロ
シ
マ
」

牽
上
映
し
ま
す
。

入
場
は
い
ず
れ
も

無
料
で
す
。
悲
惨

な
戦
争
を
再
び
繰

り
返
す
こ
と
の
な

い
ぶ
つ
、
考
兄
る

機
会
と
し
て
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

和
の
像
」
か
洗
浄
・
修
復
。
一
ま
た
、
同
日
、
午
後
一
時
半

年
間
の
労
を
ね
ダ
り
い
ま
し
た
。
か
ら
又
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

少
女
が
輪
を
高
く
掲
げ
た
こ
・
で
、
宇
野
春
三
さ
ん
（
京
都
原

の
像
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
市
爆
被
災
者
の
会
一
宇
治
支
部
長
）

議
会
で
「
世
界
連
邦
平
和
都
市
に
よ
る
講
演
「
平
和
に
よ
せ
て
」

市
で
は
、
終
戦
の
日
を
前
に

し
た
七
月
三
十
一
日
、
本
市
の

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
平

市
役
所
前
庭
に
設
置
し
た
も
の

で
す
。市

平
和
都
市
推
進
協
議
会
で

は
、
八
月
十
五
日
、
午
前
十
一

時
五
十
分
か
ら
恒
久
平
和
を
願

い
、
戦
争
・
被
爆
犠
牲
者
の
め

い
福
を
祈
っ
て
「
平
和
の
像
」

の
前
で
、
平
和
祈
念
集
会
を
開

孝
柔
ｙ
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

平
和
に
よ
せ
る

記
念
講
演
と
映
画
会
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宇
治
市
産
業
会
館
を
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
産
業
ふ
屁

は
本
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、

身
近
な
公
共
施
設
と
し
て
、
商
工

業
者
を
は
じ
あ
多
く
の
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
合
展
開
の

基
本
ル
ー
ル

今
回
は
、
比
較
的
新
し
ぐ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
独
特
の
ル
ー
ル
と

も
言
え
る
、
指
名
打
者
や
再
出

場
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

一
指
名
打
者
（
Ｄ
Ｈ
）
】

指
名
打
者
の
決
定
は
、
ゲ
ー

ム
の
開
始
前
に
行
い
ま
す
。
ゲ

‐
‐
ム
の
途
中
で
採
用
を
決
め
た

り
、
反
対
に
採
用
を
取
り
消
し

た
り
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

各
種
会
合
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ま

た
研
修
会
や
講
演
会
、
展
示
会

な
ど
へ
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〈
施
設
内
容
・
使
用
料
》

下
表
の
と
お
り
。
な
お
、
施

設
使
用
の
休
日
・
延
長
料
金
や

冷
暖
房
費
、
ま
だ
マ
イ
ク
や
い

す
な
ど
の
設
備
使
用
料
は
、
別

途
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
使
用
時
間
〉

午
前
九
時
～
午
後
十
時
。
準

備
や
、
後
片
付
け
な
ど
に
要
す

る
時
間
も
、
使
用
時
間
に
含
ま

れ
未
了
。
同
一
施
設
を
継
続
し

て
使
用
す
る
場
合
は
、
三
日
聞

か
限
度
で
す
。

《
休
館
日
》

十
二
月
二
十
九
日
～
翌
竺

月
Ｅ
日
ま
で
。
臨
時
休
館
あ
り
。

〈
使
用
の
申
し
込
み
〉

使
用
日
の
三
ヵ
月
か
ら
十
五

日
前
ま
で
に
宇
治
商
工
会
議
所

（
宇
治
琵
琶
四
五
の
一
三
、
産

業
会
館
内
・
容
⑩
6
7
6
7
）

へ
印
鑑
か
痔
参
の
上
、
使
用
許

可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午

前
九
時
～
午
後
五
時
（
土
曜
日

は
正
午
ま
で
）
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
不
可
。
直
接
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
（
産
業
会
館
）

指
名
打
者
は
一
人
だ
け
。
採

用
は
ど
の
守
備
者
に
対
し
て
で

も
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

守
備
者
に
代
わ
っ
て
守
備
に
つ

く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
打
撃

の
順
番
も
、
ゲ
ー
ム
中
は
変
更

競技の見方

区分午前午後夜間午前・午後午後一夜間全日

ニ1
14人

；午前，9時午ヤ4午後，6，時午即時午後，1時午町9時

宗名正午5時10十時午後ぢ時10二時午後10時
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）3ｉ栄24．0人十2，0002’6003，100………4’1005，1006，200・

会ｌｉｉｉ1ｎ賢＼2・1092，8003，400。4，4005，600ユ6，600

第一声修室二口で1，5002，0002，4003，200＼4，0004，700

．第二研修室・ｎで・・1，200。1，600’1，900・＼2，500Ｔ・3，200・3，800・

茶室Ｌ訂と1，200
し1，6001，900十2，5001。3，2003，800

宇
治
市
産
業
会
館
の
施
設
使
用
料

の
指
名
打
者
と
な
り
、
退
い
た

最
初
の
指
名
打
者
の
打
順
を
引

き
継
ぎ
ま
す
。
こ
の
指
名
打
者

制
に
よ
り
、
チ
ー
ム
の
編
成
は

九
人
か
十
人
の
い
ず
れ
か
に
な

り
ま
す
。

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
ゲ
ー
ム
と
「
タ
イ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
】

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
正
式
試
合

は
七
イ
ニ
ン
グ
で
終
了
。
日
没
、

降
雨
、
そ
の
他
の
駕
ｍ
で
ゲ
ー

ム
が
中
止
さ
れ
た
場
合
、
既
に

1
0
イ
ニ
ン
グ
以
降
は
毎
回
無
死
2
塁
で
試
合
展
開

出
来
ま
せ
ん
。
指
名
打
者
の
た

め
に
打
順
か
ら
は
ず
さ
れ
た
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
、
打
順
表
の
ｈ
・
1
0

に
記
名
さ
れ
、
守
備
専
門
に
な

り
ま
す
。

指
名
打
者
は
、
交
代
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
指
名
打
者
と

交
代
し
た
ブ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
次

毎
出
場
（
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
）
一

指
名
打
者
を
除
く
九
名
の
ス

タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
は
、

補
欠
と
交
代
し
て
ゲ
ー
ム
を
退

い
て
も
、
一
度
だ
け
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
し
て
再
出
場
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
た
だ
し
。
自
分
と

交
代
し
た
元
の
補
欠
と
の
交
代

市
政
だ
よ
り
八
月
一
ぼ
号

一
面
「
社
会
教
育
委
員
が
決

定
」
の
記
事
の
中
で
、
社
会

教
育
委
員
の
氏
名
に
誤
匯
が

あ
り
ま
し
た
。
高
嶋
喜
久
子

さ
ん
と
な
っ
て
い
た
の
は
正

し
て
は
京
嶋
喜
久
子
さ
ん
で

し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま

す
。

お
知
ら
せ
」

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
み
る

宇
治
市
」
の
刊
行

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
み
る
宇
治
市
」

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
宇

治
市
の
こ
と
客
屋
肪
な
統
計
数

字
を
用
い
て
説
明
し
た
も
の
で
す
。

小
学
生
に
か
分
か
る
ぶ
つ
に
、
グ

ラ
フ
な
ど
も
多
く
使
っ
て
い
求
1
。

夏
休
み
の
勉
強
に
役
立
て
て
ぐ
だ

「
タ
イ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
が
適
用
。

タ
イ
ー
ブ
レ
イ
ク
と
は
、
攻
撃

側
が
そ
の
回
の
第
一
打
者
の
前

位
の
打
者
を
、
無
死
二
塁
走
者

と
し
て
出
塁
さ
せ
た
状
況
か
ら

攻
撃
を
開
始
。
い
ず
れ
か
の
チ

ー
ム
が
多
く
の
得
点
を
得
る
ま

で
、
試
合
を
続
行
し
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
水
泳
競
技
の

中
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
お
話
し

し
柔
ｙ
。
（
国
体
事
務
局
）

さ
い
。

ご
希
望
の
天
は
、
企
画
課
ま
た

は
市
役
所
玄
関
案
内
ま
で
。
無
料

で
す
。
（
企
画
課
）

親
と
子
の
歴
史
教
室

－
人
形
劇
で
学
ぼ
う
Ｉ

▼
と
き
…
8
月
2
5
日
㈹
、
午
前

1
0
時
と
午
後
2
時
（
2
回
公
演
）

▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
展
示
集

会
室
（
折
居
台
―
丁
目
、
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
▼
内
容
・
：
人
形
劇
「
宇

治
の
む
示
し
ひ
か
し
物
語
」
、
演

題
―
①
お
尚
さ
ん
の
長
い
鼻
②
森

は
大
さ
わ
が
③
台
所
の
チ
″
チ
″

チ
ャ
▼
出
演
・
・
・
京
都
文
教
短
期
大

学
人
形
劇
ク
ラ
ブ
「
お
も
ち
や
箱
」

▼
対
象
・
・
・
小
学
生
以
下
の
子
μ
も

と
保
護
者
▼
定
員
・
・
・
各
回
1
5
0
人
▼

申
し
込
み
・
：
歴
史
資
料
館
（
容
⑩

1
3
1
1
）
へ
電
話
で
。（

歴
史
資
料
館
）

婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
1
日
倒
～
9
月

1
5
日
脚
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午

後
7
時
半
半
9
時
半
▼
と
こ
ろ
…

広
野
中
学
校
▼
対
象
…
市
内
在
住

・
在
勤
の
婦
人
▼
定
員
…
3
0
天
（
先

着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
電
話
で
市
民
体
育
課
（
酋

Ｓ
3
1
4
1
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

▼
と
き
・
：
9
月
2
日
困
～
1
1
一
月

2
5
日
南
の
毎
週
水
曜
日
（
9
月
2
3

日
は
除
ぐ
）
、
午
後
3
時
半
ト
5

時
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
▼
対
象

・
：
小
学
生
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
▼
参
加

料
・
・
・
四
千
八
百
円
▼
内
容
…
基
本

技
術
、
応
用
技
術
、
ゲ
ー
ム
▼
申

し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
性

別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
8

月
2
5
日
出
（
必
着
）
ま
で
に
山
城

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
（
〒

6
1
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
1
番
地
・
容

⑩
1
3
1
3
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

児
童
扶
養
手
当

認
定
請
求
・
現
況
届

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
生

活
を
共
に
出
来
な
い
児
童
、
ま
た

は
父
が
身
体
な
ど
に
重
度
障
害
の

あ
る
児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
、

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
未
了
。

支
給
に
は
所
得
制
限
な
と
が
あ

り
求
方
で
、
詳
し
く
は
福
祉
課

（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
、

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年

を
過
ぎ
る
と
、
手
当
の
請
求
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
現
況
届
を
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
砺
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
無
い
場
合
は
、

支
給
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

認
定
請
求
・
所
得
状
況
届

目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児
童
、

且
『
生
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度
の

病
気
の
児
童
、
知
恵
遅
れ
や
情
緒

障
害
の
児
童
な
ど
を
、
家
庭
で
育

て
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
ほ
に

代
わ
る
養
育
者
に
特
別
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
未
了
。

該
当
す
る
人
は
、
所
得
制
限
が

あ
り
求
茜
で
支
給
方
法
な
ど
詳

し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
の
無
い
場
合
は
、
支

給
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
（
福
祉
課
）

簿
記
講
座

ｙ
と
き
・
：
9
月
1
日
脚
～
1
1
月

1
3
日
吻
の
毎
週
火
・
金
曜
日
（
全

2
1
回
）
、
午
後
6
漿
Ｔ
9
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
…
商
業
簿
記
3
級

検
定
程
度
の
基
礎
理
論
か
ら
決
算

ま
で
の
講
習
▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
上
八
千
五
百
円

（
教
材
費
な
ど
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
8
月
2
0
日
俐
ま
で

に
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
公
＠
0
6
8
8
）
へ
。（

交
通
労
政
課
）

国体と市民運動の

ポスターや絵画

を募集

9月10日（木）まで

い
よ
い
よ
一
年
後
に
迫
っ
た

京
都
国
体
。
国
体
宇
治
市
実
行

委
員
会
と
新
し
い
歴
史
に
向
か

っ
て
走
る
ラ
宇
治
市
市
民
運
動

推
進
協
議
会
で
は
、
国
体
啓
発

用
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
や
絵
画
を

募
集
し
毒
1
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
。

▼
募
集
区
分
・
：
①
国
体
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
＝
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
と
し
て
の
感
性
に
あ
ふ

れ
、
躍
動
感
に
満
ち
て
い
る
も

の
。
鮮
明
に
描
か
れ
、
一
見
し

て
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
の
あ

る
も
の
②
市
民
運
動
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
＝
宇
治
市
市
民
運

動
の
意
義
、
運
動
項
目
の
内
容

を
啓
発
し
実
践
名
等
も
の
。

こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
、

希
望
感
の
あ
ふ
れ
る
も
の
▼
募

集
対
象
・
：
市
内
在
庄
の
小
・
中

学
生
（
小
学
校
低
学
年
の
部
〈
3

年
生
以
下
〉
示
学
校
高
学
年
の

部
〈
4
年
生
以
上
〉
）
、
中
学
の
部
。

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
…

作
品
は
四
ツ
切
り
画
用
紙
に
、

水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・

の
も
の
に
限
り
、
―
人
何
点
で

も
結
構
で
す
。
作
品
の
裏
面
に

応
募
用
紙
（
国
体
事
務
局
所
定

の
も
の
）
を
は
り
、
国
体
・
市
民

運
動
の
別
、
学
校
名
、
学
年
、
組
、

性
別
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
各

学
校
で
学
年
別
に
取
り
ま
と
め

て
9
月
1
0
日
團
ま
で
に
、
宇
治

市
国
体
事
務
局
（
〒
Ⅲ
宇
治
折

居
2
4
・
容
＠
3
5
2
1
ま
た
は

7
8
3
1
）
へ
▼
入
選
発
表
・
・
・

各
学
校
を
通
じ
て
入
賞
者
に
通

知
1
ま
す
（
1
0
月
ご
ろ
の
予
定
）
。

な
お
、
入
選
作
品
の
一
部
を

修
正
・
補
花
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
入
選
住
品
の
著

作
権
は
、
す
べ
て
主
催
者
側
に

帰
属
1
蚤
す
。
（
国
体
事
務
局
）

758

選
管
委
員
長
に

吉
澤
耕
作
さ
ん

七
月
二
十
日
に
開
か
れ
た
選

挙
管
理
委
員
会
臨
時
委
員
会
で
、

吉
潭
耕
作
さ
ん
（
大
久
保
町
上

ノ
山
一
－
三
）
が
選
挙
管
理
委

吉
潭
耕
作
さ
ん

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
に
は
、
古
潭
義
則
さ
ん
（
広

野
町
東
裏
七
九
－
四
）
、
鬼
界

安
一
さ
ん
（
宇
治
東
内
四
〇
－

三
）
、
松
本
登
さ
ん
（
五
ヶ
庄
三

番
割
一
〇
）
奎
選
出
。
委
員
長

職
務
代
理
者
に
七
・
‥
渾
義
則
さ
ん

を
指
名
1
蚤
し
た
。

全
員
再
選
で
、
任
期
は
昭
和

六
十
六
年
七
月
十
七
日
ま
で
で

す
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

グ
以
上
均
等
に
過
ぎ

て
い
れ
ば
、
正
式
試

合
に
な
り
ま
す
。

七
回
終
了
時
に
同

点
の
と
き
は
、
延
長

す
る
こ
と
が
出
来
圭
一

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 〃 ・ ・ ㎜ ・ － ・ ・ ・ ・ ・ ・ 静

一
般
健
康

診
査
子
宮

ガ
ン
検
診

宇治市産業会館

お気軽にご利用を

な

国体豆
知識

心のスキが狙われます
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各種会合、セミナー、展示会などに

ソフトボール

受
診
は
8
月
3
1
日
ま
で

訂
正
と
お
わ
び

お出かけは

ひと声かけて

カギかけて

夏の防犯

7/19～8
/31 夏の防犯活動実施中
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